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【UN ECE R100-02. Part.Ⅱとは】
「UN ECE R100-02. Part.Ⅱ」とは、電気⾃動⾞（EV）等に搭載されるリチウムイオン電池の国連協定規則です。
ここには、9項⽬の試験が記載されています。
⽇本を含む「UN ECE R100-02.」の採択国メーカーは、電気⾃動⾞（EV）等に搭載されるリチウムイオン電池
の安全性試験を実施することになっています。
9項⽬のうちの9番⽬に、耐⽕性試験（⽕炙り試験）があり、以下の条件となっています。

【⑨耐⽕性試験】
(⾞両の燃料漏れ等で⽕災が発⽣したときの耐久性評価：乗員が逃げるまで耐えられるか)
ガソリンを燃やして、電池を70秒間あぶる。そして、指定の⽳の空いた耐⽕レンガを通した状態でさらに
60秒間あぶる。

【判定】
爆発の兆候がなければ合格。

耐⽕性試験

UN‐R100‐02‐S03 2016.6 ‐国土交通省 (www.mlit.go.jp/common/001151001.pdf)

(次⾴以降に関連部分を抜粋)

※  今回、JIS規格に耐⽕性・耐燃焼性試験が無い為、国連協定規則の⾞載⽤リチウムイオン電池
試験（ UN ECE R100-02. Part.Ⅱ ）に 準じた試験を実施しました。

【参考】



【参考文献】国土交通省：UN‐R100‐02‐S03 （2016.6.18） 協定規則第 100 号
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【結論】

① UN ECE R100-02. Part.Ⅱに準じた試験で、ガソリンを燃焼させた⽕炎中に投⼊、
130秒後に取り出し、爆発の兆候は無かった。

② ⽕炎から取り出し後に、本体樹脂部が完全⾃然消⽕せず、その後凡そ30分後に組電池中の
1本が破裂、暫くした後、2本⽬が破裂。完全に温度が下がった状態で、3本が破裂していた。

【試験結果】

① 試験中の130秒間には、イベント（破裂）の発⽣は無かった。

② 国⼟交通省：UN-R100-02-S03(2016.6.18)⼯程規則第100号による試験⽬的である、
「避難するのに⼗分な時間（130秒）が残されているべきものである」
は、満たしている。


